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⑤ ダ テー (礼拝 ) の 形 


@ 崇高 な る アッ ラー は 全て の ムスリム に 、 昼夜 5 回 の サラ ー を 義務 付け られ まし た 。 つ ま 
り そ れ ら は : ① ズ ン ケ ルル (正午 過ぎ の サラ ー)、② デ スル (午後 遅く の サラ ー)、③ マ ググ 
デ (日 没 上 直後 の サラ ー) 、④ プ シィ バー (夜更け の サラ ー)、⑤ フ ァ ジ ェ (夜明け 前 の サ 
SIY 











@⑯ サラ ー に 臨む 者 は まず クウ ク が コー し 、 約 3 プア ラー アァ? ほど 前 方 に スム ゥ ラ 8 を 置い て 、 キ 
デラ デ # を 向き ます 。 そ し て スト ッ ラ と サジ ダグ ( 路 拝 ) し た 時 に 額 が つく 場所 の 間 は 羊 1 
頭 が 通過 出来 る 位 の 間隔 に し 、 ス トッ ラ と 自分 の 間 に は 何 も 置 きま せん 。 サ ラー を する 
者 と スト ゥ ラ の 間 を 通過 する の は 、 人 罪深い 行い で す 。 











アブ ー・ ジ ェ ュ ハ イム ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “サラ ー し て いる 者 の 前 を 通過 する こと 
の 罪 を 知っ た な ら 、 そ の 前 を 通る より も 40 年 間 (その 者 が サラ ー を 終え る まで 通過 せ ず に ) 
待つ こと の 方 が よい で あろ うに 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 








但 サラ ー に 了 莉 む 者 は 、 サ ラー を する と いう こと を 心 で も っ て 意図 し ます 。 そ れ か ら 「 ア ッ 
ウー ンス アク ク プ WM] と 唱え つづ ソーク グ ちら ーー アル ケー イン アー の 2 を し ます 。 生 の 
際 に は 指 を 広げ 、 手の平 は キ ブ ラ の 方 に 向け つつ 、 両 手 を 肩 、 あ る い は 耳 の 高 さ まで 上 
げ ま す 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア クベ バル 」 と 唱え る こと と 両手 の 動作 は 、 時 に 同時 に 、 ま た 時 
に どちら か を 少し 先行 きせ て 行い ます 。 こ うす る こと で 、 伝え られ て いる 様々 な 種類 の 
スン ブ プ ? を 実践 する こと が 出来 る の で す 。 
































1 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 
の 洗浄 。 

2 訳者 注 : 1 ズ ィ ラ ー ア は 約 50cm で す 。 
3 訳者 注 : サラ ー し て いる 最 中 に すぐ 前 方 を 通過 され な いよ うに 置く 、 何 ら か の 目印 の こと 。 問 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の スン ナ で 、 サ ラー の 際 に 誰か に 前 方 を 通過 され る こと で その 報奨 が 
減っ た り 、 注 意 が そ が れ た り 、 か つ 通 過 し た 者 が そう する こと に より 罪 を 犯し た りこ と を 未然 に 防ぐ た め 
の も の で す 。 

4 訳者 注 : カアバ 神殿 の ある マッ カ の 方 角 の こと 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リサ リー (510) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (507)。 

6 訳者 注 : サ ラー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 アッラー が 何より も ゃ も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 
の 存在 は か れ な し で は 存在 する こと が 出来 な い 小さ な 存在 で ある こと を 実感 する こと で 、 サ ラー 中 の 太 怖 
の 念 を 呼び 起こ し 、 ま た か れ 以 外 の 何 か に 心 を 囚われ る こと が な いよ うに し ます 。 
7 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 や 、 彼 の 認証 し た こと 、 及 び 彼 の 
性 質 的 ・ 形 質 的 諸 特 徴 の こと 。 ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 





























































































































倫 それ か ら サ ジ ダ ( 跳 拝 ) し た 時 に 額 が つく 場所 の あたり を 明 怖 の 念 を 持っ て 眺め つつ 、 
右手 を 左手 の 甲 と 手首 と 前 腕 の 上 に 重ね 、 そ れ を 胸 の 上 に 置き ます 。 そ し て 時 に は 右手 
で 持っ て 左手 を つか み 、 ま た 時 に は つか まな いよ うに し ます 。 














@ それ か ら ス ン ナ で 伝え られ て いる ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) や ドッ アー (祈願 ) で も っ て 、 サ ラ 
ー を 開始 し ます : 


1 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 東西 の 間 を 遠く 隔て られ た よう に 、 私 と 私 の 過ち の 間 を 遠く 
隔て て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 自 い 服 が 汚れ か ら 清め られ る よう に 、 私 を 私 の 過ち か ら 清 め 
て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 雪 と 水 と 直 で 私 を 私 の 過ち か ら 洗 い 清め て 下さ い 。」( ア ル テ プ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 8) 


2 一 「( あ ら ゆ る 欠陥 や 不 完全 性 か ら 人 遥か に 無縁 な ) 祭 高 な アッ ラー よ 、 あ な た を 讃 美 し 
ます 。 あ な た の 御名 は 祝福 に 溢れ 、 あ な た の ご 偉 力 は 至高 で す 。 あ な た の 他 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は あり ませ ん 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ イー の 伝承 9) 








893 王 | アッラー よ 。 ジ ブール と ミー カー イー ル と イシ ラー フィ ー ル 0 の 半 、 天地 の 創造 
主 よ 。 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を ご 存 知 に な られ る お 方 よ 、 あ な た こそ あな た の し 
も べた ちか が 以前 意見 を 異 に し て いた こと に 関し て 、 彼 ら の 裁決 を 下さ れる お 方 。 真理 か ら 
反 れ た こと に 関し て 、 あ な た の お 許し を も っ て 私 を お 導き 下さ い 。 あ な た こそ あな た が お 
望み に な る 者 を 真っ 直ぐ な 道 へ と お 導き に な られ る お 方 で す 」 (ムスリム の 伝承 ) 





4 一 「 ア ッ ラ ー は 僅 大 な り 。 アッラー を 限り な く 讃 美 し ま す 。 朝 に に 、 ア ッ ラ ー の ( あ 
ら ゆ る 欠陥 や 不 完全 性 か ら 病 か に 無縁 な ) 崇高 さ に 称え あれ 。」( ム スリ ム の 伝承 12) 


5 一 「 ア デッラ ー に 、 限 りな く 、 素晴らしく 、 和 祝福 に 溢れ た 讃 美 あれ 。」( ム スリ ム の 伝承 3) 


これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し 
ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で 








す 。 





8 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4497) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (92)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
9 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (775)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (248)。 

10 訳者 注 : 全て 大 天使 の 名 。 ジ ブリ ー ル (ガブ リエ ル ) は 諸 預 言 者 や 使徒 た ち に 対し て アッ ラー か ら の 
麻 示 伝達 を 担い 、 ミ ー カ ー イ ー ル (ミカ エル ) は 雨 と 作物 を 委任 され て いま す 。 ま た イス ラー フィ ー ル は 
角笛 を 吹い て この 世 の 終 馳 を 告げ び 、 ま た も う 一 吹き で 全て の も の の 復活 を 知ら せる 役割 を 任 さ れ て いま す 。 
11 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (770)。 

12 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (601)。 

18 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (600)。 


















































@⑯ それ か ら 声 に 出さ ず に 「 ア ウー ズ ・ ど ッ テ ー と ・ ミ ナッ シネ ブタ ター ニッ テラ ジー (私 は 
アッ ラー に 、 呪 われ し シャ イタ ー ン ( 黒 魔 ) か ら の ご 加護 を 妃 い ます )」 と 唱え ます 。 











2 の NE の 計上 も し だ の で の ツク グー タツ グー の 770 の テー ミ スペ マク クジ ギャ スグ 
ーー ニッ ラ ジー ミ ・ ミ ン ・ ハ スズ ア と ・ ジ ・ ナ ン と と ・ ジ ・ ナ フス ア と (私 は 全 知 全能 の ア 
ッ ラ ー に 、 呪 われ し シャ イタ ー ン (悪魔 ) の 嘱 き か け と 吹き 込み 、 そ し て その 貴 か ら の ご 
諾 か の いま すり | (7 ブー ンー ダー ウー ド と デッラ デイ ルミ ディ イー の 全 示 め 





人 @ それ か ら 声 を 出さ ず に 「 ど スミ ッ ラ ラー と ッ テ ク ラフ マー ニッ テテ と 一 つ (慈悲 通 く 慈 悲 深 
き ア ッ ラ ー の 御名 に お いて )」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 1 や ) と 唱え ます 。 





人 @ そし て クル アー ン の ル テン テー ディ ハハ 義 を 、 ア ー ヤ (名) ご と に きち ん と 区 切っ て 読 
み ま す 。 イ マー ム (サラ ー を 率い る 者 ) が それ を 声 に 出し て 読む 時 以外 は 、 全 て の ラク 
ア に お いて アル テ フ ァ ー テ ィ バ 章 を 声 に 出さ ず に 読ま な く て は な り ま せん 。 アル ニテ ファ 
ー テ ィ ハ バ 章 の 読 褒 な し の サラ ー は 、 成 立 し な い の で す 。 











⑯ アル ニー ファ ー テ ィ バ 章 の 読 論 が 終わ っ た ら : イ マー ム 、 イ マー ム に つい て サラ ー す る 者 、 
単独 で サラ ー す る 者 の 別 な く 、 声 を 伸ばし て 「 デ ー ミ ー ン 236」 と 唱え ます 。 但 し 声 を 出 
さ ず に 行う サラ ー ( ズ フ ル 、 ア スル な ど ) に お いて は 、 こ の 限り で は あり ませ ん 。 








アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「“ イ マー ム が 「 ア デー ミー ン 」 と 言っ た ら 、 あ な た 方 も 
の 呈 つ | だ 言う の だ 、 と のうのう の も 天使 だ ちら の クア デ ャ ー ン 97S (て 目 ん を る グ クイ ミン グ が ) 
一 致し た 者 は 、 そ れ 以 前 の 罪 を 式 され る の で ある か ら 。"」 

イブ ン ・ シ ハー ブ は 伝え て いま す :「 ア ッ ラ テー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ り 代り 計 つ だ も の で し だ た アー ミー シーン | ルー ンー ルー と ベス リス の 伝承 ⑨ 








借 そし て 最初 の 2 ラク ア に お いて アル テテ ファー テ ィ バ 章 を 読み 終わ っ た ら 、 その 後に クル 
アー ン の スー ラ ( 章 ) か 、 あ る い は 適当 な クル アー ン の 一 部 を 選ん で 読み ます 。 そ し て 








14 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (775)、 ス ナン ・ ア ッ テ = テ ティル ミズ イー (242)。 イ ル ワ ー 
ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (341) 参照 。 
15 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (743)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (399)。 





9 2 ト 教 の 普及 に よっ て 日 本 人 が 誰 で も 知る よう に な っ た 「 ア ー メ ン 」 と いう 言葉 と 同様 
に 、「 ア ッ ラ ー よ 、( 祈 り に ) お 応え 下さ い 。」 と いう 意味 が あり ます 。 
7 訳者 注 : の は と 唱え る こと で す 。 





18 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (780)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (410)。 


時 に は 読 論 を 長 引 か せ 、 NHN RS 病気 や 子供 の 泣き 声 な どの 原因 を 考慮 に 
大 れ て 短く 切り 上 げ ま す 。 通常 スー ラ は 1 つ 間 ご と 読み ます が 、1 つの スー ジ を 2 づつ の 
ラク ア に 分 割 し た り 、 ま た 1 ラク ア 目 で 読ん だ 分 を 2 ラク ア 目 で 復唱 し た り 、 ある い は 
義生 
と 美しい 抑揚 を も っ て 読 論 する よう に し 、 ま た 美しい 声 を 用 いる よう に 努め ます 。 


























但 ファ ジュ ル の サラ ー と 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 最初 の 2 ラク ア は 、 声 を 出し て 読み ます 。 
そし て ズ フ ル と アス ル の サラ ー、 及 び マ グリ ブ の 3 ラク ア 目 と イシ ャ ー の 最後 の 2 ラク 
ア は 声 を 出さ ず に 読み ます 。 そし て クル アー ン の 各 ア ー ヤ を きち ん と 区 切っ て 読む よう 
に し ます 。 








@ 義務 の 5 つの サラ ー で 読む こと が 推奨 され て いる クル アー ン : 


1 一 ファ ジュ ル : アル テニ フ ァ ー テ ィ バ 章 の 後 、 最 初 の 1 ラク ア 目 で は ゆり カー フ eB (クル ア 
ー ン 50) な どの 長め の アル テス ファ ッ グ 9、 あ る い は 時 に は 太陽 が 包み 隠さ れる と き 
… (クル アー ン 81) や 大 地 が 激しく 所 れ 動か され る 時 …6B ( 同 99) な どの 中 位 ・ 短 
め の アル テス ファッ ダ アル か ら 読 み ま す 。 ま た 時 に は 、 と て も 長 引 か せ て も 良い で し ょ う 。 
そし て 1 ラク ア 目 で は 2 ラク ア 目 に 比べ て 、 長 め に 読み ます 。 ま た 金曜 日 は 1 ラク ア 目 に 
「 サ ジ ダ 章 」 (クルアーン 32) 、2 ラク ア 目 に 「 人 間 章 」( 同 76) を 読む の が スン ナ で す 。 














2 一 ズ フ ル : 1 ラク ア 目 で は 、 ア ル テ フ ァ ー テ ィ ハ バハ 章 の 後に クル アー ン の 別 の 章 句 を 読み 

ます 。 そ し て 最初 の 2 ラク ア で は それ ぞ れ お よそ 30 アー ヤ ほ ど 読 み ま す が 、1 ラク ア 目 の 
読 論 は 2 ラク ア 目 の それ より も 長め に な る よう に し ます 。 ま た 時 に は 読 論 を 長 引 か せ 、 時 
に は 短め の アルテ スプ テ ァ ッ ダル を 読み ます 。 尚 最後 の 2 ラク ア で は 、 ア ル テ = テ ファー ティ ハ 
章 し か 読み ませ ん 。 ま た イマ ー ム は 、 時 々 読 論 の 声 が 回 り に 少し 聞こ える 位 の 程度 で 読む 
貞 来 ま 5 























3 一 アス ル : 1 ラク ア 目 で は 、 ア ル テ フ ァ ー テ ィ バ 章 の 後に クル アー ン の 別 の 章 句 を 読み 
ます 。 そ し て 最初 の 2 ラク ア で は それ ぞ れ お よそ 15 アー ヤ ほ ど 読 み ま す が 、1 ラク ア 目 の 
読 主 は 2 ラク ア 目 の それ より も 長め に な る よう に し ます 。 和尚 最後 の 2 ラク ア で は 、 ア ル テ 














19 訳者 注 :「 ア ル テ ム ファ ッ サ ル 」 と は 、 ク ルアー ン の 「 カ ー フ 章 (第 50 章 目 )」 か ら 最 後 の ス ー ラ ( 章 ) 
まで の 事 を 指し ます 。 そ の 内 「 長 め の ア ルミ テム ファ ッ サ ル 」 と は 「 カ ー フ 章 (第 50 章 目 )」 か ら 「 ナ バア 
UE 「 中 間 く らい の アル テム ファ ッ サ ル 」 は 「 ナ バア 章 (第 78 章 目 )」 か ら 「 ド ッ ハ 
一 章 (第 93 章 目 )」 ま 「 短 め の ア ル テ ム ファ ッ サ ル 」 は 「 ド ッ ハ ー 章 (第 98 章 目 )」 か ら 「 人 類 章 (第 
凍ら の DE の の に 介 の 2 グ チー の な の の 邊 お 
め ま す 。 




































































ファ ー テ ィ ハ バハ 章 し か 読み ませ ん 。 ま た イマ ー ム は 、 時 々 読 府 の 声 が 回 り に 少し 聞こ える 位 
の 程度 で 読む こと も 出来 ます 。 








4 一 マグ リプ : アル シテ ファ ー テ ィ バ 上 章 の 後に は 、 時 に は 短め の アル テス ファ ッ ダ ルル を 、 ま 
(MGM 

章 」( ク ルアー ン 7) や 「 戦 利 品 章 」( 同 8) を 読ん だ りす る こと も あり ます 。3 ラク ア 目 
1 光電 

















5 一 イシ ャ ー : 最初 の 2 ラク ア で は 中 位 の アル テス ファッ ダル を 読み ます 。3 ラク ア ・4 
ラク ア 目 は アル テ フ ァ ー テ ィ バ 章 以 外 は 読み ませ ん 。 








@ そし て クル アー ン の 読 論 が 終わ っ た ら 、 少 々 沈黙 し て 間 を 置き ます : それ か ら 両 手 を 肩 、 
ある い は 耳 の 高き まで 上 げ て 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え ます 。 そし て ん クー メタ (お 
辞 儀 の 形 の 礼拝 動作 ) を し 、 両手 を 両 腔 に 掴む 形 で あて ます 。 そ の 際 両 手 の 指 は 開い た 
状態 に し 、 両 肘 を 胴体 に は 密着 させ ませ ん 。 ま た 背中 は 真っ 直ぐ に し 、 頭 を 背中 と 同じ 
高 さ に し ます 。 ル クー ッ ゥ の 最 中 は 落ち 着き と 平静 を 保ち 、 主 の 僅 大 さき を 讃え る 念 唱 を し 

2 























@ ルク ーッ の 際 に 唱え る ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) や ドッ アー (祈願 ) の 数 々 : 


1 一 「 偉 大 な る 私 の 主 の (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 避 か に 無 紀 な ) 祭 高 さ よ 。」 ( ム 
スリ ム の 伝承 20) 


2 一 「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー の 、 (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 柄 か に 無縁 な ) 崇高 さよ 。 
あな た を 讃え ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 (の 罪 ) を お 薇 し 下さ い 。」 (アル ニテ ブ ハ ー リ ー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 4) この ドゥ アー は ルク ーッ ゥ 、 及 び サ ジ ダ の 際 に 数 多く 唱え る よう に し ます 。 








3 一 「 (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 司 か に 無縁 な ) 崇高 な る お 方 。 聖なる お 方 。 天 使 た 
ちと ジブ リー ル の 主 よ 。」 (ムスリム の 伝承 22) 


4 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の た め に ルク ー ゥ し 、 あ な た の み を 信仰 し 、 あ な た に 服従 
し まし た 。 私 の 耳 も 、 目 も 、 脳 も 、 骨 も 、 神 経 も 、 あ な た を 明 散 し ます 。」 (ムスリム の 
伝承 23) 











20 ヒー フ ・ ム スリ ム (772)。 
ヒー フ ・ ア テル テ ブ ハー リー (794) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (484)。 


ヒー フ ・ ム スリ ム (487)。 


21 
22 


キキ キキ 





5 一 「 こ の 上 な き 権 勢 と 王国 、 強 大 さと 偉大 さ の 持ち 主 の (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 
税 か に 無縁 な ) 財 高 さよ 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 242) この ドッ 
52530 の:^ODS2 が の 還 下り 








これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に 
ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ブナ を 実践 する こと が 出来 る の で 





* ボ 。 





旬 2 背中 の 骨 が 伸び て 上 体 が 真っ 直ぐ な 起立 体勢 に な る まで 戻 
し ます 。 そ の 際 に は 、 両 手 を 耳 か 肩 の 高 さ まで 上 げ な が ら こ の 動作 を 行い ます 。 起 立 し 
た 後に は こ 2 下 に 垂らす こと も 出来 ます 。 尚 イ 
マー ム 、 あ る い は 単独 で サラ ー を 行う 者 は この 時 「 ダ ミ デ ッ ラー ジジ ・ ク マン ・ ハ ミダ ンプ 
(アッ ラー は か れ を 讃え る 者 を お 聞き 入れ に な られ よう )」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 25) と 唱え ます 。 














い 





@⑯ ルク ーッ 後に 真っ 直ぐ 起立 し た 後 、 イ マー ム 、 イ マー ム に 従う 者 、 単 独 で サラ ー を する 
者 は 次 の よう に 唱え ます : 


上 トッ パク ーッ ア ャ ンカ ャ テル ニー バク た)U だ た だら の 邊 よ 、 そし て あめ な た に こそ 全て で の 
称 替 が あり ます ) 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 26) 





9ー| ジッ パー・ 之 みみ < プル ケー ハ ス が (私 た ちの 考 よ 、 あな た に 全て の 称賛 が あり ま 
人 山 NZ22 ラ ニン の リマ の 全 束 29 





3 ・ ラ ッ パ ナー・ ラ みみ ・ ル シテ ハス が が (アッ ラー よ 、 私 た ちの 主 よ 。 あ 
な た に 全て の 称 杖 が あり ます ) 」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 28) 





4 一 0 ・ ラ テッ パナ ー・ ジ ・ ジ み ・ ア アルテ ハス が (アッ ラー よ 、 私 た ちの 主 














よ 。 そ し て あな た に 全て の 称 堆 が あり ます ) 」 (アルテ ブ ハ ー リ ー の 伝承 29) 
23 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (771)。 

24 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (878)、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (1049)。 
25 サ ヒ ビー フ プ ・ ア ル テ ブ ハー リー (732) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (411) 。 

26 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (732)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (411)。 

27 サビ ヒー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (789)。 

28 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (796)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (409)。 

29 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (795)。 











これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し ま 
す 。 こう する こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で す 。 


人 @ また 時 に は 上 記 の 言葉 に 、 以 下 の よ うに 付加 する の も 良い で し ょ う 。 


1 一 「 ハ ス ダ ン ・ タ プア プン ・ ろ バ パージ タン ・ ブ ジィ アー と (限り な く 、 素晴らしく 、 祝 福 に 
溢れ た 称 状 を ) 」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 30) 


ニン ペク に ウツ ャ ゲカ ガッ グマ アー クニ アブ プー ジ ァ ベ ンク ジ ャ クル クー シノ が グマ ルツ マッ 
パグ グッ シンバ イ イ シク WC グン アマ クター グー バン の ンク ルーマ ジン が ウケ 

グー ツー ララ アー グン ーー ャ アジ アグ イグ グン ー ュ クウ クジ シフ アツ ジー ュ ヤグ デ グ 。 ディ 
ジー ッッ アン アデ ウッ アー・ シ ルー ジャ ッ グ ア *・ そ と ジャ ルー ジャッ か が み (あなた へ の 講 
美 は 天地 と その 間 に あ る も の 、 そ し て あな た の 望む その 他 全 て の 物 を 満た し ます 。 讃 美 と 
栄光 の 主 よ 、 あ な た が お 与え に な る も の を 禁じ る 者 は な く 、 あ な た が 禁じ られ る も の を 与 
えら れる 者 は お り ま せん 。 (現世 における) どん な 優れ た 境遇 も 、 あ な た の 御 許 で の 真 の 幸 
福 を 益 す る こと は あり ませ ん 。31」 (ムスリム の 伝承 32) 











9 ググ ルー の の ーー ルッ ペク ルン クン の ーー の と 20 の グッ ルク グマ ディ ャ 
の 42oSNzt2E の 2 人 62120 が ググ バクー クン クー の トック ルー マク 
アハ ッ ク ・ マ ー・ タ ー ジ ・ ア ルー アブ 尺 クジ ・ ク ッ ル ナー・ ジ る タ ・ ア デブ 尽 アッ ラー ラン 
の 0 の 0 が の 20 人 SS お 92222 
この の で に の の ゲラ クン ンク ググ この の ルー の あの (の な だ の 
の 讃 美 は 天地 と その 間 に あ る も の 、 そ し て あな た の 望む その 他 全 て の 物 を 満た し ます 。 詩 
美 と 栄光 の 主 よ 、 そ の し も べ が 讃え て も 讃え きれ な い お 方 よ 、 私 た ち は 皆 あな た の し も べべ 
で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が お 与え に な る も の を 禁じ る 者 は な く 、 あ な た が 禁じ られ る も 
の を 与え られ る 者 は お り ま せん 。 (現世 に お ける ) どん な 優れ た 境 遇 も 、 あ な た の 御 許 で の 
真 の 幸福 を 益 する こと は あり ませ ん 。」 (ムスリム の 伝承 3) 











人 @ 沼 、 ル クー ッ ゥ の 後 の こ の 起立 姿勢 を 平静 を 保ち つつ 長く 続け る の は スン ナ で す 。 





30 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (799)。 

31 訳者 注 : 現世 に お ける 権力 、 財 産 、 子 係 な どの 幸運 は 、 そ れ 自 体 で は アッ ラー の 御 許 で の 真 の 幸運 、 つ 
まり 天国 と いう 報奨 を 獲得 する こと に は 直接 つなが ら な い 、 と いう こと を 意味 する と 言わ れ ま す 。 至高 の 
アッ ラー は こう 仰 ら て て いま す : 《 財 産 と 子孫 は 現世 の 生活 の 飾り 物 で ある が 、 永遠 に 残る 善行 こそ は あな 
た の 主 の 御 許 で 最も 優れ た 報奨 で あり 、 和 希望 で ある 》 (クル アー ン 18 : 46) 

32 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (478)。 

33 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (477)。 





















































人 @ それ か ら ググ どー ク グ 34 し て 、 サ ジ ダ ( 踊 拝 ) へ と 移行 し ます 。 サ ジ ダ の 際 に は 両 膝 よ り 
も 先 に 両手 で 地面 に 着く よう に し 、7 つの 部 位 - の ①② 両手 の 平 、③④ 両 膝 、⑤⑥ 両 足 、 
⑦ 額 と 鼻先 - を 地面 に つけ ます 。 そ し て 両手 は 指 を 開か ず に キ ブ ラ の 方 に 向け 、 間 隔 を 
空け て 地面 に 着け て 体 を 支え を ます 。 ま た 両手 は 時 に は 肩 の 位置 に 、 時 に は 邊 の 位置 に 置 
に 9 




















人 @ 人 額 と 鼻 は 地面 に つけ ます 。 そ し て 両 腕 が 両 脇 に 、 腹 部 が 両 朋 に つか な いよ うに し ます 。 
また 肝 と 前 腕 は 地面 に つけ ませ ん 。 














価 両 膝 と 両足 先 は 地面 に つけ ます 。 ま た 両足 先 を 立て 、 そ の 指先 は キ ブ ラ の 方 を 向く よう 
に し ます 。 両足 と 両足 の 間隔 は 空け 、 落ち 着い た 形 で サジ ダ し 、 ド ッ ア ー を 沢山 唱え ま 
す 。 間 ル クー ゥ と サジ ダ の 際 に は 、 ク ルアー ン は 読み ませ ん 。 


7 











⑯ サジ ダグ の 際 に は 、 以下 に 挙げ る よう な ドッ ゥ アー (祈願 ) や ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) を 唱え ます : 


1 一 「 至 高 で あや られ る 私 の 主 の (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 人 病 か に 無縁 な ) 宗 高 さ よ 。」 
(ムスリム の 伝承 5) 


2 一 「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー の 、 (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 悦 か に 無縁 な ) 崇高 さよ 。 
あな た を 讃え ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 (の 罪 ) を お 工 し 下さ い 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ょ ふ 
スリ ム の 伝承 36) 





3 一 「 (あら ゆる 欠陥 や 不 完全 性 か ら 病 か に 無縁 な ) 崇高 な る お 方 。 聖なる お 方 。 天 使 た 
ちと ジブ リー ル の 主 よ 。」 (ムスリム の 伝承 37) 


4 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に サジ ダ し 、 あ な た を 信仰 し 、 あ な た に 従い まし た 。 私 の 
顔 は それ を 創造 し 、 形 造り 、 そ こ か ら 耳 と 目 を 刻み 分 けた お 方 に 平伏 し ます 。 最高 の 創造 
主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。」( ム スリ ム の 伝承 33) 








5 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 大 きい も の も 小さ いも の も 、 最 初 の も の も 最後 の も の も 、 知 られ て い 
る も の も まだ 知ら れ て いな いも の も 、 私 の 罪 を 全て お し 下さ い 。」( ム スリ ム の 伝承 39) 








34 
35 





避 


注 :・「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 の こと で す 。 

・ ム スリ ム (772)。 

・ ア デル テ ブ ハー リー (794) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (484)。 
・ ム スリ ム (487)。 

・ ム スリ ム (771)。 

・ ム スリ ム (483)。 





| 
N 


36 
37 
38 
39 


| 
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6 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の ご 満悦 に よっ て あな た の 色 り か ら の 、 そ し て あな た の お 
赦し に よっ て あな た の 懲罰 か ら の 、 あ な た に よっ て あな た か ら の ご 加護 を 求め ます 。 私 は 
あな た が 御 自 身 を 讃 美 され た よう に あな た を 讃 美 する こと は 出来 ませ ん 。」( ム スリ ム の 伝 
承 40) 








7 一 「( あ ら ゆ る 欠陥 や 不 完全 性 か ら 病 か に 無縁 な ) 崇高 な る お 方 、 私 は あな た を 讃 美 し 
ます 。 あ な た の 他 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 (ムスリム の 伝承 人 む ) 











これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し 
ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で 





3。 


倫 それ か ら 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え つつ 、 サ ジ ダ の 状態 か ら 頭 を 上 げ ま す 。 そ し 
お 両手 
は 指 を 開い て 、 そ れ ぞ れ 股 か 膝 の 上 に 乗せ ます 。 あ る い は 両 の 中 を 立て た 上 に お 尻 を 乗 
せ 、 正座 の よう な 状態 で 座る こと も 可能 で す 。 い ずれ の 場合 に せよ 座位 の 姿 0 
いて 静止 し 、 中 途 半端 な 形 で は な くし っ か り と 座位 の 姿勢 を 完遂 し ます 。 











信 そし て この 座位 の 姿勢 の 状態 で 、 以下 に 挙げ る よう な ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) や ドゥ アー ( 祈 
願 ) を 唱え ます : 


1 一 「 ア ッ ラ ー よ (ある い は 「 主 よ 」)、 私 を お 赦し 下さ い 。 私 に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 
(私 を 正しい 状態 に 戻し て 下さ い ) (私 の 位階 を お 上 げ 下 さい ) 私 を 導い て 下さ い 。 私 を お 
ひき SW に 柚 を お 起 み さい | (グー グー ウード と イジ ジャ マー ジャ の 倒 示 や) 


2 一 「 主 よ 、 私 を お 落し 下さ い 。 主 よ 、 私 を お 落し 下さ い 。」( イ プン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 9) 





借 そ れ か ら 再 び タ クビ ー ル し 、2 度目 の サジ ダ に 移り ます 。 そ し て 最初 の サジ ダ と 同様 の 
こと を 行い ます 。 そ れ か ら ま た タク ビー ル し て 頭 を 上 げ 、 再び 左足 の 上 に お 尻 を つけ て 
し っ か り と 座り ます 。 こ の 座位 は 「 ジ ィ ネル ダム ・ ア ルー テア スズ ディ ター ハ (休息 の 座位 姿 
勢 )」 と 呼ば れ て いる も の で 、 こ の 状態 に ある 間 は ドッ ゥ アー (祈願 ) や ズ ィ ク ル ( 念 唱 
を 行い ませ ん 。 

















40 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (486)。 

41 サ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (485)。 

42 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (850)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (898)。 
48 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (897)。 
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人 @ それ か ら 地 面 に 一 是 重 心 を か け て 立ち 上 が り 、2 ラク ア 目 に 移行 し ます 。 そ し て 1 ラク 
ア 目 に し た こと と 同様 の こと を 行い ます が 、1 ラク ア 目 より は 短め に 済ま せま す 。 
サラ ー 開 始 時 の ドゥ アー は 唱え ませ ん 。 











下 
語 








人 @ それ か ら ラ クア 数 が 8、 あ る い は 4 の サラ ー を し て いる の で あれ ば 、2 ラク ア 目 が 終了 
し た ら 6 第 一 の シィ ネッ ンド が (信仰 告白 ) に 入り ます 。 左足 の 上 に お 尻 を つけ て 座り 、 右 
足 は 立て て その 指先 を キ ブ ラ の 方 に 向け 、 両 手 は それ ぞ れ 肝 か 膝 の 上 に 乗せ ます 。 左手 
は サジ ダ 間 の 座位 姿勢 の 時 の よう に 指 を 開い て 置き ます が 、 右手 は 人 差し 指 を キ ブ ラ の 
方 に 向け て 立て 、 残 り の 指 は 閉じ ます 。 そ の 際 ド ッ ア ー ( 術 願 ) し つつ 人 差し 指 を 動か 
し て も いい で すし 、 固 定 し て お いて も 間 題 あり ませ ん 。 視線 は 人 差し 指 の 先 に 置き 、 親 
指 と 中 指 は た だ くっ 付け て お くだ け で も 構い ませ ん し 、 ある い は 親指 と 中 指 を 輪 の よう 
な 形 に し て お いて も 構い ませ ん 。 























信 そし て 伝え られ て いる 以下 の タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 を 、 声 を 出さ ず に 唱え ます : 


1 一 イブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 学 ん だ タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 : 


し クー の で 7 の バー グン ジー の ウラ シー ググ の の ーー の 0 70 この の のみ テ 
が ウー デジ インク グン と ブラ の ショ の プラ トド ト の ジュ クン マッ アー と ング の グッ パグ シ ンー ナク 
の 2 の 0 ババ クン クー ツク の ーッ パラ コグ ルン クー リウ ルー グ の こも る グリ 
ジン 0200 が プク 0 アー ラ ク イク アー ンダ が ツク グッ アー レク ジュンク シボ が マーク ポッ の の の の の と ダグ ウッ 
デブ が フン ・ ジ ・ ラ スー ケル ケン (全て の 讃 美 と 祈り と よき も の は アッ ラー に (捧げ られ ます )。 
預言 者 よ 、 あ な た の 上 に 平安 と アッ ラー の ご 慈悲 と 祝福 が あり ます よう に 。 私 た ち に 、 そ 
し て アッ ラー の 敬 度 な し も べた ち に 平安 あれ 。 私 は アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 
無い こと を 証言 し ます 。 そ し て 私 は ムハンマド が アッ ラー の し も べべ で あり 使徒 で や る こと 
を 証言 し ます 。)」( ア ルー テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 人 3) 














2 一 イブ プン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 学 ん だ タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 : 


「 デ アッ ニタ と アー ム ・ ル ケース パー ラ タ ー ム 、 デ アッ ニダ ラク ー ム ・ ッ ニタ アプ バー ム ・ 
ダッ ラー。 アッ ー ダ テー ス ・ ア ラプ ア み ・ ア アニ ハン ニナ と ど プ ラテ ・ ジ ・ ラ フ マ ム ッ ラ テー と ・ 
ジ ・ パ バラ ター ムッ フン 。 アッー ケラ テース ・ デ ラ ア ナー・ ク ・ デ ラー・ ア バー デア ッ ラ ー と ッ 





44 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (881) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (402)。 
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の マク 0 0 の 0 ラッ ー ウ の の クイ シル ジウ クン (この と この が て 
ナ ・ ろ ハン ジマ ダン ・ ジ スー ルッ ジ グー (祝福 に 溢れ た 全て の 讃 美 と 、 よ き 祈 り は アッ ラー に 
(捧げ られ ます )。 預言 者 よ 、 あ な た の 上 に 平安 と アッ ラー の ご 慈悲 と 祝福 が あり ます よう 
に 。 私 た ち に 、 そ し て アッ ラー の 敬 上 庶 な し も べた ち に 平安 あれ 。 私 は アッ ラー 以外 に 真 
崇拝 すべ きも の は 無い こと を 証言 し ます 。 そ し て 私 は ムハンマド が アッ ラー 使徒 で ある こ 
と を 証言 し ます 。)」( ム スリ ム の 伝承 人 5) 














これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し 
ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で 








BB 


⑯ そし て 時 に は 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 対し て 声 を 出さ ず に 祈 
願 し ます : 


の の タク 0 の と スク の 20 の の 0 が の くう の っ クシ ツク ーー ツ な の の 6 
Ko seo0 の 2 ググ ィング ラッ リク ググ の に で の ジッ デジ ルー ツア シン クィ クジ デー 
に 2 の 2 の ジー トバ ング YNS つの クレ デア ウ ク タ ジー シン マン パピー クジ ジィ / ジ ンー テ の 
2 ジッ バグ 0 の シド アー の クス 2020 の 0 ググ を と と の 0 ググ グー デジ ーッ ツア グ 
2 うお に の の ーッ クン の ん タゲ が ジル に この いい の の クラ の VA の 2 の SE つが 
2 (アツ ター よ 。 あめ が だ た が イア ラー ビーム と 彼 め の 一族 に 和光 を お ちえ に か っ た よう 
ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 に も 楽 光 を お 与え 下さ い 。 あ な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 
で す 。 アッラー よ 、 あ な た が イブ ラー ヒー ム ふと 彼 の 一 族 を 祝福 され た よう に 、 ム ハン マ ド 
と ムハンマド の 一 族 を 祝福 し て 下さ い 。 あ な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す )。」 (アルテ 
ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 %⑯) 


UM グー コーン の ツィ ッ グ み ルッ ターフ ラン 0 の た グッ バクー ウッ ク グル グー どの 
の 27 だ の の クン の イグ 2 の ーー パス クン ビー ちと が 
2 の の 2 の 0 の の の この グー ング シシ ジー ジグ だ クッ バン の だ ん 
et の 2 ググ クィ クック ター ルン の アグ アー と ーー シン 、 グ シ ググ ッッ マツ ツー の アジ パシ ツ 9 介 
ー が だ み (アッ ラー よ 、 あ な た が イブ ラー ヒー ム の 一 族 に 栄光 を お 与え に な っ た よう に 、 ム 
ハン マ ド と その 妻たち と その 後 座 た ちら に も 栄光 を お 与え 下さ い 。 そ し て あな た が イブ ラー 
ヒー ム の 一 族 を 祝福 され た よう! RE まき 
さい 。 あ な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す )。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 





45 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (403)。 
429. 2 セージ の ジィ ャ デル テン ペー リー 0870)、 サ セー クム ス V KR (06)。 区 負 ば デ ルーツ ペ ホー リー の も の 。 
47 サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ ブ ハー リー (6360) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (407)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に 
2 の 0 





gr 


@⑯ も し サラ ー が マグ リブ の よう に 3 ラク ア か ら な る も の 、 ある い は ズ フ ル や アス ル や イシ 
ャ ー の よう に 4 ラク ア か ら な る も の で あれ ば 、 第 一 の タ シ ャ ッ フ ド は 最初 の 2 ラク ア の 
後に 行い 、 か つ 預 言 者 へ の 祈願 を 唱え ます 。 それ か ら 3 ラク ア 目 の た め に 「 ア ッ ラ ー フ ・ 
アク バル 」 と 唱え て 両手 で 体 を 支え つつ 立ち 上 が り 、 そ の タク ビー ル と 共に 両手 を 了 芽 、 
ある い は 肩 の 高 さ に まで 上 げ ま す 。 そ し て 前 述 の よう に 両手 を 胸 の 前 に 置き 、 ア ル テ フ 
アァ ー テ ィ ハ 章 を 読み ます 。 それから ルク ー ゥ 、 サ ジ ダ を 行い 、 マ グリ ブ プ の サラ ー で あれ 
ば 3 ラク ア 目 の 後に 第 二 の タ シャ ッ フ ド の た め に 座位 姿勢 に 入り ます 。 














@⑯ も し サラ ー が 4 ラク ア か ら な る も の で あれ ば 、38 ラク ア 目 終了 後に 前 述 の 「 ジィ ルダム ・ 
フン シル テグ アズ ディ テー ハ ) (休息 の 座位 姿勢 )」 を 行っ て か ら 、 再 び 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ 
ル 」 と 唱え て 両手 で 体 を 支え つつ 立ち 上 が り ま す 。 尚 3 ラク ア 目 に も 4 ラク ア 目 に も ア 
ルー ファ ー テ ィ ハ 章 を 読み ます 。 








@ それ か ら ズ フル と アス ル と イシ ャ ー の 場合 は 4 ラク ア 目 後に 、 そ し て マグ リブ の 場合 は 
3 ラク ア 目 後に 第 二 の タ シャ ッ フ ド の た め の 座 位 姿 勢 に 入り ます 。 尚 その 際 、 タ ワッ ル 
ク の 体勢 を と り ま す が 、 そ の 形 は 以下 に 示す いずれ か の も の と な り ま す : 














1 一 右足 を 立て 、 寝 せ た 左 足 を 右足 の 朋 と ふく ら は ぎの 下 か ら 外 側 に 出し ます 。 そ し て お 
尻 は 地面 に 直接 つけ て 座る 形 に な り ま す 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 8) 








2 一 左 の お 尻 を 地面 に つけ 、 両足 を 右側 に 出し ます (いわ ゆる 「 女 座り 」 です )。( ア ブー・ 
ダー ウー ド の 伝承 ⑬) 





3 一 右足 を 寝かせ 、 左 足 を 右 懇 と ふく ら は ぎの 間 に 入 れ ま す 。( ム スリ ム の 伝承 50) 





これ ら の 言葉 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し 
ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で 











す 。 

48 サビ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (828)。 

49 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (731)。 
50 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (579)。 
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⑯ それ か ら 前 述 の タダ シャ ッ フ ド と 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) へ の 祈 
願 を 行い ます 。 








⑯ そし て こう 唱え ます :「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 地獄 の 業火 の 懲罰 と 墓 の 中 の 懲 凡 、 
生 と 死 の 試練 と 偽 メ シア の 試練 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」( ム スリ ム の 伝承 1) 





@ そし て その 他 に も 、 以 下 に 挙げ る ドゥ アー (祈願 ) か ら 選 ん で 唱え ます : 





1 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自分 自身 に 沢山 の 不正 を 働き まし た 。 そ し て 罪 を 赦 さ れる お 方 は 
あな た を お いて 他 に あり ませ ん 。 で すか ら 私 を 赦し 、 私 に ご 慈悲 を 垂れ て 下さ い 。 あ な た 
こそ よく お 赦し に な る お 方 、 慈 悲 深 き お 方 で あや られ ます 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム 
の 伝承 52) 











2 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 が 既に 犯し て し まっ た 、 そ し て これ か ら 犯 す で あ ろう 過ち を お 薇 し 
下さ い 。 ま た 私 が 密 に 、 あ る い は 忠 わ に 犯 し た 過ち と 私 の 行き 過ぎ 、 そ し て あな た が 私 よ 
り も それ ら を よく こ Ne の に ろ の 私 の 罪 を お 赦し 下さ い 。 あ な た こる 物事 を 進め 
遅らせ る お 方 。 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」( ム スリ ム の 伝承 3) 








3 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) と あな た へ の 感謝 、 イ バー ダ ( 儲 拝 行為 ) 
を 良い 形 で 行う こと に お いて 私 を ご 援助 下さ い 。」( ア ル テ ブ ハー リー と アブ プー・ ダ ー ウ ー 
ド の 伝承 54) 





4 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 腹 病 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 あ な た に 、 三 わし い 年 齢 
に 戻ら され る こと 55 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 そ し て あな た に 、 現世 の 試練 と 墓 の 懲 入 か ら 
の ご 加護 を 求め ます 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー の 伝承 56) 











⑯ そし て 右 類 が 後ろ か ら 見 える 位 に 右 方 向 を 向き 、 声 を 出し て こう 唱え ます : ! ア ッ サ ラ 
ー ム "アラ イク ぬ ふ ・ ワ ラフ ンマ トッ ジー (あな た 方 に アッ テー か ら の 平安 と ご 慈悲 が あ 
り ま す よ う )」 ま た 同様 に 左 類 が 後ろ か ら 見 える 位 に 左 方 向 を 向き 、 声 を 出し て こう 唱 











51 
52 
53 


ヒー フ ・ ム スリ ム (588)。 

ヒー フ ・ ア ル テ プ ハー リー (884)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2705)。 

ヒー フ ・ ム スリ ム (771)。 

54 真正 な 伝承 。、 ア ル テ ブ ハー リー の 「 ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」(771)、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ 
ー ド (1522)。 

55 訳者 注 : 老衰 し て 身体 的 に 脆弱 で 知性 も 衰え た 、 幼 児 期 の よう な 状態 に 舞い 戻る こと 。 

56 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2822)。 


キキ 
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えま す :「 ア ッ サ ラー ム ・ ア ライ クム ・ ワ ・ ラ フ マ ト ッ ラ ー (あな た 方 に アッ ラー か ら 
の 平安 と ご 慈悲 が あり ます よう )」( ム スリ ム と アブ プー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ 
の 伝承 57) 








未だ 時 に は 、 有 才 同 を 向い いで | アデ アッサラーム アライ クム て アッ ィ ラ クマ トッ シー (あな 
た 方 に アッ ラー か ら の 平安 と ご 慈悲 が あり ます よう )」 と いっ た 後 、 左 側 に は 「 ア ッ サ 
ラー ム ・ ア ライ クム (あな た 方 に アッ ラー か ら の 平安 が あり ます よう )」 と 言う ろだ け に 
留め ます 。 (アンテ ナ サ ー イ ー の 伝承 58) 














また も し 義務 の も の で あれ 任意 の も の で あれ 2 ラク ア の サラ ー を し た の で あれ ば 、2 ラ 
クア 目 の サ ジ ダ の 2 度目 の サジ ダ の 後に 「 左 足 の 上 に 座り 、 右 足 を 立て ます 59。」 (アル 
テ プ ハ ー リ ー の 伝承 6 の)) それ か ら 前 述 の 通り タ シ ャ ッ フ ド と 預言 者 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) へ の 祈願 を 唱え 、 ご 加護 を を い 、 ド ッ ゥ アー し た 後に タス グー ス @1 し 
す 。 








放 


アル テバ ラー ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ ィ ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 


に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の ルク ー ゥ と サジ ダ 、 2 つの サジ ダ の 間 、 そ し て ルク ー 
ゥ か ら 頭 を 上 げ る 時 、 ま た (レク ーッ の 後 の ) 起立 姿勢 と (2 つの サジ ダ の 間 の ) 座位 姿勢 





(の 間隔 ) は 同 間隔 で し た 。 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 @2) 








また 女性 は 男性 と 同様 の 形 で サラ ー し ます 。 と いう の も 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) の 「 私 が サラ ー す る の を 見 た 通り に サラ ー す る の だ 」( ア ル テ ブ ハー リ 
ー と ムスリム の 伝承 @63) と い 2 う 言葉 は 、 全 て の ムスリム に 向け られ て いる か ら で す 。 








@ イマ ー ム は サラ ー 終 了 後 、 時 に は 右側 か ら 、 ま た 時 に は 左側 か ら 後 方 に (つま り 礼 拝 者 





た ちの 方 に ) 向き 直り ます 。 そ し て その どちら も スン ナ で す 。 





1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 


か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は タス リー ム を 終え る と 、“ ア ッ ラ ー よ 、 あ な た こそ が 平安 の 主 で 、 
平安 は あな た か ら の も の で す 。 崇高 さと 栄 蒼 の 主 に 称え あれ 。"」 (ムスリム の 伝承 4) 





57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 


キ 考 強 壮 到 


ヒー フ ・ ム スリ ム (582)、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (996)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (914)。 
好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (1321)。 

者 注 : つま り 前 述 の り 「 タ ワッ ルク 」 の 座位 姿勢 を と り ま せん 。 

ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (828)。 

者 注 : 前 述 の 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振り 向い て 挨拶 する こと 。 

ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (792) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (471)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4497) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (92)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 


穫 圭 
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2 一 フル ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は サラ ー を 率い た 後 、 右 側 と 左側 どちら 側 か ら も 振り 向い た も 
の で し た 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 65) 








これ ら の 動作 を 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 用 いる よう に し 


ます 。 こ うす る こと で 、 伝 えら れ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと が 出来 る の で 
す 。 








64 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (592)。 


65 良好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1041)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (301)。 
文章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の も の 。 
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